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多角形の回転移動 

 

 下の図の影をつけた図形において，三角形ＡＢＣ，ＢＤＥ，ＢＥＦは１辺の長さが６㎝の正三角形で，３

点Ｄ，Ｂ，Ｃは一直線に並んでいます。この図形を，矢印の向きにすべらないように直線Ｌの上を転がしま

す。 

 以下の問いに答えなさい。円周率は３.１４とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）頂点Ｆが初めて直線Ｌと重なるときまでに影をつけた図形が通過した部分の周りの長さを求めなさい。 

 

（２）頂点Ａが初めて直線Ｌと重なるときまでに影をつけた図形が通過した部分の周りの長さを求めなさい。 
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多角形の回転移動 （１）５５.１２㎝ （２）７９.６８㎝ 

 

（１）頂点Ｆが直線Ｌと初めて重なるのは，図①の斜線部分の位置まで転がしたときです。よって，通過し

た部分の周りの長さは， 

６×５＋６×２×３.１４×
１２０

３６０
＋１２×２×３.１４×

６０

３６０
＝５５.１２（㎝）です。 

 

図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）次に，頂点Ｃが直線Ｌと初めて重なるのは，図②の斜線部分の位置まで転がしたときです。このとき，

太線で示したおうぎ形の弧の長さは，点線で示したおうぎ形の半径の長さがわからないので，求めるこ

とができません。ともあれ，頂点Ａが直線Ｌと重なるまでを考えます。 

 

   図② 
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頂点Ａが直線Ｌと初めて重なるのは，図③の斜線部分の位置まで転がしたときです。図②において求

めることができなかったおうぎ形の弧は，図形が通過した部分の周りの長さには含まれません。 

図③において太線で示した，通過した部分の周りの長さは， 

６×７＋６×２×３.１４×
６０

３６０
×２＋１２×２×３.１４×

６０

３６０
×２＝７９.６８（㎝）です。 

 

図③ 
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